
県内の風力発電の現状と今後の見込等について 
平成２５年７月３日 

環境立県推進課 
１ 現状 

 ○県内における風力発電設置場所図 

 
○風力発電導入状況一覧表 

 
２ 今後の見込み 

 ・岩美町地内の風力発電事業（2,500kW×19 基＝４７，５００ｋＷ）及び泊洋上風力発電事業（3,000kW
×10 基＝３０，０００ｋＷ）については、事業展開を控えている状況。 
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３ 風力発電の今後の推進 

   平成２４年３月に策定した”とっとり環境イニシアティブプラン”に示した再生可能エネルギー

電気発電事業者への支援施策により県内における風力発電の推進を図る。 
   ○県が立地候補地を公開して、民間事業者からの事業提案を募る。 
    ・大規模太陽光発電につては候補地を公開し事業化が図られている。 
    ・大型風力発電については、公開できる候補地なし。 
     （風力発電が新たに環境アセス（実施に３年程度の期間が必要）の対象となった。） 
   ○県独自の支援策（平成２４年度から実施） 

  ・鳥取県再生可能エネルギー活用事業可能性調査支援補助金 
    ・鳥取県再生可能エネルギー発電事業支援補助金（系統連系用電源線費用補助事業） 
    ・        〃            （利子相当額補助事業） 
   ○国への要望 
    ・洋上風力発電の調達価格及び調達期間を早期に設定することを要望中。 
   ○事業者への働きかけ 
    ・国において実証実験が行われており、今後洋上風力発電の調達価格及び調達期間が設定され

た後、事業化を検討する事業者へ県内での実施を働きかける。 
 
   なお、内閣官房総合海洋政策本部事務局が公募している「海洋再生可能エネルギー実証フィール

ド」について、本県の海域で応募可能かを検討中。 
 
４ 風力発電の活用 

   再生可能エネルギーを利用した発電はコストが高く、国において再生可能エネルギー電気特別措

置法により調達価格及び調達期間が定められ導入促進が図られている。 
この状況を踏まえると、当面は特定用途への活用を目指さず、発電事業者による固定価格買取制

度を活用した電気事業者への売電によるエネルギーの増産を図る。 
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